モーリス・バレス 自我と蛮族 : 処女小説『蛮族の眼の下』考察 by 炭谷 公美子 & Kumiko Sumitani
モ ー リス・バ レス 自我 と蛮族





















































































































































































































































































































































































Maurice BAR題, IIc CItrre d:` 7710ち











Winockの『Ile Siiacル&s lnセルctuθL』 Seuil,1997 Hp.にも同様に引用されてい
る。
(注釈2)『デカダンスの想像力』ジャン・ピエロ、渡辺義愛訳、自水社、1987.
69p.
(注釈3)『ナショナリズム・反ユダヤ主義・ファシズム』ミシェル・ヴィノック、川
上勉・中谷猛監訳、 藤原書店、1995。206p.ヴィノックは、ゾラの告訴が始まった時
点での対立する価値として体系づけている。
(注釈4)『デカダンスの想像力』14p.
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